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可愛地区振興会だより 
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新たな活動拠点完成 

 

ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

可
愛
地
区
振
興
会 

会
長 

井
上
正
樹 

 

平
成
二
十
三
年
を
迎
え
、
可
愛
地
区
振
興
会
会
員
の
皆

様
に
は
、
平
素
は
振
興
会
の
事
業
や
、
安
心
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
格
別
な
ご
高
配
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

御
蔭
を
も
ち
ま
し
て
可
愛
地
区
振
興
会
は
、
安
芸
高
田

市
内
三
十
二
の
振
興
会
の
中
で
も
高
い
活
動
の
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
み
な
ら

ず
、
特
に
役
員
の
皆
様
の
平
素
の
理
解
あ
る
活
動
が
、
組

織
全
体
の
運
営
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
、
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
可
愛
地
区
民
待
望
の
「
可
愛
振
興
セ
ン

タ
ー
」
が
十
二
月
十
九
日
に
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
市
当
局
を
は
じ
め
土
地
関
係
者
そ
の
他
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
ま
た
、
可
愛
地
区
振
興

会
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
可
愛
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
を
多
く
の
人
々
に

利
用
し
て
頂
き
、
可
愛
地
区
の
安
全
・
安
心
な
地
域
の
活

性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
情
報
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
、
安
芸
高
田
市
で
一
番
住
み
た
い
地
区
と

な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

名称は『可愛振興センター』 です 

〈場所は、山手消防格納庫横です〉 
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昨
年
、
十
二
月
十
九
日
（
日
）「
可
愛
振
興

セ
ン
タ
ー
」
の
竣
工
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 

竣
工
式
は
、
浜
田
市
長
・
藤
川
副
市
長
・

井
上
振
興
会
長
・
赤
川
、
前
重
市
議
会
議
員

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
始
ま
り
、
用
地
提

供
者
・
工
事
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
状

贈
呈
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
出

席
の
も
と
、
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。 

  

 

式
典
後
は
、
外
で
振
興
会
主
催
に
よ
る
赤

白
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
地
元
野
球
尐
年
達
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
抱
え
き
れ
な
い
ほ

ど
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

当
日
は
多
く
の
地
域
の
方
が
見
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

 
 

新
集
会
所
紹
介 

市長・副市長・会長・市議会議員によるテープカット  

会場には６０人以上の役員が出席し式典を祝う  
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室
内
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

 

玄
関
横
に
は
事
務
室
が
あ
り
、
右
に
下
駄

箱
廊
下
を
通
っ
て
、
広
い
集
会
室
（
百
人
収

容
）
が
あ
り
ま
す
。  

 
 

 
 

 

 

事
務
室
内 

 

 

 

 

 

室
内
の
紹
介 

調
理
室
は
、
オ
ー
ル

電
化
で
調
理
可
能

で
す
。 

            

 

■センターの使用方法について 

○外の掲示板と可愛集会所（小学校前）内の使用簿に日程を書

き込み、部屋を予約ください。（先着順です、重複はお互い協議） 

○玄関のカギは、可愛集会所の事務室内（使用簿）にあります。

事務室のカギは、団体の方や大進（土居）にあります。 

玄関外にある予約用掲示板 

駐車場は 収容

台数 47 台分確保

してあります。 

  

 

ト
イ
レ
内 
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今
回
は
、
「
あ
す
な
ろ
教
室
」
を
取
材
し
て

き
ま
し
た
。 
記
事
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま

す
。 名

前
の
由
来 

桧
に
似
た
木
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
木
が
明
日
は
桧
に
な
る
ん
だ
！

と
言
っ
て
「
あ
す
な
ろ
」
と
い
う
名
前
の
木

に
な
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
言
い
伝
え
に
ち
な

み
、
○あ
○す
は
上
手
に
民
謡
を
歌
え
る
よ
う
に

○な
○ろ
う
と
い
う
、
み
ん
な
の
願
い
で
『
あ
す

な
ろ
』
と
い
う
名
前
に
し
た
と
の
こ
と
。 

 

教
室
の
モ
ッ
ト
ー 

み
ん
な
仲
良
く
楽
し

く 

上
部
組
織
に
「
里
和
会
」
が
あ
る
そ
う
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
会
主
の
峠
さ
ん
と
男
女

五
名
で
、
平
均
年
齢
五
十
歳
？
位
。
月
二
回

の
練
習
を
重
ね
、
可
愛
地
区
文
化
祭
・
吉
田

町
文
化
祭
・
県
民
文
化
祭
な
ど
に
出
来
る
だ

け
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
メ
ン
バ
ー 

会
主 

峠
さ
よ
こ
（
常
友
） 

 
 

女
性 

田
島
（
千
代
田
）
赤
川
（
山
手
） 

 
 

 
 

 

上
小
田
（
常
楽
寺
） 

 
 

男
性 
中
束
（
相
合
）
兼
貞
（
向
原
） 

民
謡
を
習
っ
て
い
る
こ
と
で
、
い
い
こ
と

が
一
杯
あ
る
そ
う
で
す
。
腹
に
力
を
入
れ
て

唄
う
の
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
防
止
と
な
る
。
の

ど
の
調
子
が
よ
く
、
食
べ
物
な
ど
飲
み
込
み

し
易
い
。
歌
を
覚
え
る
こ
と
で
脳
の
活
性
化

に
な
り
若
々
し
い
。
全
国
各
地
の
民
謡
を
知 

 

り
、
旅
行
な
ど
で
興
味
倍
増
。・
・
・
な
ど
。

今
人
数
が
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
遊
び

に
来
て
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う 

と
の
こ
と
。 

取
材
後
記 

 

あ
す
な
ろ
教
室
は
先
生

を
始
め
皆
さ
ん
明
る
く
冗
談
交
じ
り
の
会

話
で
笑
顔
が
絶
え
ず
、
本
当
に
楽
し
そ
う
で

し
た
。
ま
た
民
謡
に
は
楽
譜
が
な
い
そ
う
で

こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

 
 

 

活
動
報
告 

 

 

  ～ ♪～♪  

♪      
エ
ン
ヤ
ー
サ 
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毎
回
各
支
部
よ
り
、
記
事
を
頂
い
て
い
ま

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

【
支
部
よ
り
感
謝
を
こ
め
て
】 

 

昨
年
、
小
山
で
は
七
月
の
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
で
、
田
や
畑
・
道
路
へ
の
土
石
流

出
や
山
崩
れ
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。 

 

住
民
十
五
名
が
集
会
所
へ
自
主
的
な
非

難
を
し
、
集
中
豪
雨
の
怖
さ
を
身
に
し
み
て

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
際
、
市
消
防
団

吉
田
の
第
六
分
団
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
献

身
的
な
努
力
と
協
力
、
市
や
県
の
補
助
も
あ

り
、
現
在
で
は
尐
し
ず
つ
復
旧
の
運
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

地
域
で
は
、
八
月
二
十
一
日
、
バ
ス
で
の

野
球
観
戦
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ー
プ
対
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
の
対
戦
に
、
体
の
弱
い
方
も
家
族 

で
参
加
さ
れ
、
み
ん
な
で
ス
タ
ン
ド
か
ら
見 

 

慣
れ
た
背
番
号
や
顔
に
声
援
を
送
り
、
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
応
援
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
カ
ー
プ
が
勝
利
し
、
満
足

の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
感
謝
で
す
！ 

 

ま
た
、
地
域
の
集
会
所
と
交
流
広
場
の
間

に
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
屋
根
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

振
興
会
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
事
業

の
支
援
を
受
け
、
地
域
の
人
の
奉
仕
作
業
と 

地
域
の
専
門
職
人
さ
ん
に
よ
り
、
基
礎
か
ら 

 

柱
を
建
て
屋
根
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
振
興
会
や
地
域
の
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
場
所
が
、
地
域
の
集
会
場
所
と
し
て
、

ま
た
心
身
を
鍛
え
る
場
や
癒
し
の
場
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
和
が
広
が
っ
て
明
日
へ
の
活

力
が
生
ま
れ
る
場
と
な
れ
ば
と
思
い
、
ま
た

感
謝
・
・
・
感
謝
で
す
。 

小
山
支
部
長 

小
田 

益
也  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

各
支
部
紹
介
通
信 
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 【
仲
間
を
増
や
す
地
区
割
り
美
化
活
動
】 

 

常
友
支
部
で
は
、
昨
年
九
月
か
ら
国
道
五

十
四
号
沿
い
の
歩
道
を
地
区
割
り
し
て
美

化
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
年
齢
に
関
係
な
く

希
望
者
を
募
り
、
吉
田
中
学
校
か
ら
山
手
境

界
（
下
新
屋
郷
地
区
を
除
く
）
一
、
四
三
○

メ
ー
ト
ル
の
間
を
五
つ
の
地
区
で
担
当
し

て
、
花
壇
に
四
季
の
花
を
植
え
る
ほ
か
、
年

四
回
の
清
掃
を
し
て
、
日
常
的
に
ゴ
ミ
拾
い

を
す
る
計
画
で
す
。 

 

初
め
て
の
試
み
な
の
で
、
数
回
の
部
会
を

重
ね
な
が
ら
何
を
し
て
よ
い
か
試
行
錯
誤

の
毎
日
で
し
た
が
、
二
回
目
の
清
掃
作
業
が

終
わ
っ
た
時
点
で
は
、
以
前
よ
り
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
焦
ら
ず
に
続
け
て
行
く
こ
と
で
、

地
域
の
人
間
関
係
づ
く
り
や
活
性
化
に
役

立
て
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
活
動
は
、
国
土
交
通
省
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ロ
ー
ド
事
業
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

始
め
た
も
の
で
、
安
芸
高
田
市
と
常
友
支
部

の
三
者
が
「
協
定
書
」
を
取
り
交
わ
し
て
行 

 

う
仕
組
み
で
す
。
昨
年
九
月
五
日
に
除
幕
式

を
行
い
、
美
化
運
動
を
宣
言
す
る
ボ
ー
ド
を

馬
橋
停
留
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動

に
賛
同
い
た
だ
き
、
二
二
三
名
の
地
域
の

方
々
が
【
市
民
主
体
】
で
動
き
、
行
政
が
そ

こ
に
参
加
す
る
流
れ
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

常
友
支
部 

 

野
川
秀
人 

 

 

 
 

【

環
境
美
化
活
動
】 

 

竹
原
支
部
で
は
、
支
部
活
動
の
一
環
と
し

て
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

の
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
環
境
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
指

導
及
び
県
道
に
面
し
た
水
田
の
法
面
の
一

部
に
松
葉
菊
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
松
葉

菊
は
繁
殖
が
早
く
、
開
花
期
間
も
長
く
、
赤

い
花
が
一
面
に
咲
き
、
行
き
交
う
人
の
心
を

和
ま
せ
て
い
ま
す
。 
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今
年
度
の
環
境
美
化
活
動
と
し
て
。
昨
年

十
一
月
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

農
業
用
水
路
に
隣
接
す
る
遊
休
地
に
芝
桜

約
四
百
本
と
桜
の
苗
木
五
本
の
植
え
付
け

を
行
い
ま
し
た
。
桜
の
開
花
は
数
年
後
に
な

り
ま
す
が
、
芝
桜
に
囲
ま
れ
、
満
開
の
桜
の

下
で
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て
花

見
が
で
き
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
地

域
住
民
の
つ
な
が
り
が
よ
り
強
く
な
り
、
尐

し
で
も
地
域
振
興
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

文
責 

玉 

繁 
 

隆

 
 

 

   

文
化
部
な
ど
、
昨
年
の
行
事
の
様
子
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。 

【
文
化
祭
】 

 

 
 

 

福
祉
部
・
振
興
部
・
体
育
部 

【
敬
老
会
】 

 
 

 

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
】 

 

【
一
心
祭
り
】 

 
 

 

【
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
】  

 

各
部
の
活
動
紹
介 
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 振
興
部
か
ら
は
、
市
政
懇
談
会
の
報
告
で
す
。 

 

 
 

市
政
懇
談
会 

 

一
月
三
十
日
（
日
） 

 

例
年
開
催
し
て
い
る
、
市
長
を
は
じ
め
市

幹
部
を
招
い
て
の
市
政
懇
談
会
が
、
新
装
な

っ
た
可
愛
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

当
日
は
、
寒
い
中
、
五
十
名
以
上

の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、
活
発
な 

 

意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
六
支
部
よ
り
市

政
に
対
す
る
質
問
、
ま
た
個
人
で
の
質
問
・

意
見
も
六
名
の
方
か
ら
出
さ
れ
、
市
長
さ
ん

副
市
長
さ
ん
ま
た
、
各
担
当
部
長
・
課
長
さ

ん
よ
り
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
質
問
事
頄
】 

小
山
支
部
・
・
子
育
て
に
対
す
る
行
政
対
応
に
つ
い
て 

川
本
支
部
・
・
河
川
の
災
害
対
応
は 

常
友
支
部
・
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
対
策
は 

竹
原
支
部
・
・
一
本
木
小
山
線
、
県
道
の
改
修
に
つ
い
て 

中
馬
支
部
・
・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
お
太
助
け
ワ
ゴ
ン
」
の
土
・

日
曜
日
の
運
行
に
つ
い
て 

山
手
支
部
・
・
鳥
獣
対
策
、
制
度
に
つ
い
て 

個
人
の
意
見
や
要
望 

 

・
福
原
の
圃
場
整
備
後
の
排
水
路
浚
渫
、
農
道
舗
装
の
要
望 

 

・
老
人
医
療
費
の
軽
減
へ
向
け
た
、
行
政
の
取
り
組
み
の
拡

大
要
望 

 

・
振
興
会
へ
敬
老
会
で
の
欠
席
者
へ
の
弁
当
配
布
の
お
願
い 

 

・
市
職
員
の
窓
口
対
応
へ
の
指
導
要
望 

 

・
土
師
ダ
ム
周
辺
へ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
の
計
画
が
あ

る
の
か
・
・
・
な
ど 

※
回
答
内
容
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
次
回
へ 

 

福
祉
部
・
女
性
部 

 
 

半
眼
思
考 

 

近
頃
は
３
Ｄ
（
ス
リ
ー
デ
ィ
）
と
い
う
画
面
が

飛
び
出
し
て
見
え
る
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
・
映
画

が
出
て
き
ま
し
た
。
２
次
元
画
面
か
ら
立
体
的
に

像
が
見
え
る
仕
組
み
で
す
。
目
の
錯
覚
か
ら
く
る

立
体
映
像
に
、
迫
力
が
増
し
て
見
え
ま
す
。 

 

二
次
元
の
紙
面
を
通
し
て
、
地
域
の
活
動
状
況

が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
よ
う
な
、
迫
力

あ
る
誌
面
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。

す
べ
て
が
電
子
化
さ
れ
ア
ナ
ロ
グ
な
こ
と
が
時
代

遅
れ
に
見
え
る
こ
の
頃
、
逆
に
コ
ツ
コ
ツ
と
温
か

い
、
手
づ
く
り
の
地
域
づ
く
り
も
残
し
た
い
も
の

で
す
。
（
Ｓ
） 

 

二
月
六
日
（
日
） 

お
年
寄
り
の
方
へ 

「
友
愛
弁
当
」
を
作

り
、
個
別
に
家
庭
へ

届
け
ま
し
た
。
心
の

こ
も
っ
た
お
弁
当
の

お
味
は
ど
う
で
し
た

か
。 

 


